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日頃より、家畜防疫の推進に御協力頂き感謝申し上げます。
国内における26年振りの豚熱の発生及びアジア地域でのアフリカ

豚熱の感染拡大を踏まえ、国内の家畜防疫をより的確に実施する
観点から、家畜伝染病予防法の一部を改正する法律が4月3日に
公布されました。

今回の飼養衛生管理基準の改正に当たって、牛・めん山羊・鹿に
関する基準も見直すことになりました。

主な改正内容（案）

【家畜の所有者の責務】

衛生管理区域ごとに、家畜の伝染性疾病の発生予防とまん延防止に対する責務を有する飼養衛生管
理者を定めることになりました。

飼養衛生管理者とは、衛生管理区域における飼養衛生管理の責任者のことを指します。

選任された飼養衛生管理者は、電子メール、FAX又は郵送により、
①氏名、②住所、③電話番号、④メールアドレス、⑤管理する農場名
と衛生管理区域名、⑥当該衛生管理区域の代表住所を添付報告書に

記入し、7月31日までに報告して頂きますようお願い申し上げます。

特に、メールアドレスについては、家畜衛生や疾病発生等の情報を
迅速かつ確実にお知らせするため、必須となります。

なお、連絡先の報告方法、飼養衛生管理者に関する概要及びQ&Aについて
は2～4ページ目に記載しているため、御確認をお願いします。
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※その他の改正内容(案)については、5ページ目に記載して
いますので、御確認ください。



連絡先の報告方法

【電子メールで報告する場合】

①ホームページから報告書のエクセルファイルをダウン
ロードしてください。

②エクセルファイルに入力した後、中央家畜保健衛生所の
メールアドレスに送信してください。

※メール送信時には個人情報保護のため添付ファイルを暗号化し

て送信してください。（暗号化はエクセルの機能の「ブックの保護」
から「パスワードを使用して暗号化」を選択して行ってください。
パスワードは別メールで送信してください。）

報告内容を確実に登録するため、できる限り
電子メールでの報告をお願いします。

【FAX又は郵送で報告する場合】

添付した様式に必要事項を記入し、中央家畜保健衛生所に
FAX送信又は郵送してください。

【注意事項】
ホームページについては現在作成中です。
作成が完了するまではFAX又は郵送で報告をお願いします。
作成が完了次第、衛生だよりで電子メールでの報告方法を
再度お知らせします。
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衛生管理区域ごとに 飼養衛生管理者 の選任が義務付けられます。

＜ポイント＞
〇 令和２年４月３日に、飼養衛生管理基準の遵守を一層徹底することなどを目的とした、
家畜伝染病予防法の一部改正法が公布されました。

〇 この法律により、令和２年７月１日に、全ての家畜の所有者※の皆様に、「飼養衛生
管理者」の選任が義務付けられます。

＜「飼養衛生管理者」とは＞

〇 飼養衛生管理者は、衛生管理区域における、飼養衛生管理の責任者です。

〇 衛生管理区域ごとに１人選任していただきます。※所有者自ら管理者となることも可能です。

〇 選任された飼養衛生管理者には、以下の業務を行っていただきます。

① 衛生管理区域に出入りする者の管理
（チェック・指導等）

② 衛生管理区域の従業員への飼養衛生管
理基準の周知・教育等

③ 国・都道府県から共有される家畜衛生に関する情報を踏まえた対応

※ 牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥又は七面鳥の所有者

飼養衛生管理者に関する概要
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「飼養衛生管理者」制度に関するQ＆A

○ 飼養衛生管理は、普段から家畜と接している、家畜の所有者や従事者の全ての方が
適切に実施することで初めて効果があるものです。

○ 一方で、平成30年9月以降の豚熱発生事例においては、最新の家畜衛生に関する情
報やウイルスの特性に合わせた消毒方法などをより迅速に情報提供する必要がある
と考えています。

〇 また、一部の家畜の所有者の皆様に、飼養衛生管理基準について正しく御理解頂け
ていない例もあったのではないか、とも考えています。

〇 このため、衛生管理区域ごとに詳細に情報提供をし、家畜に接する全ての皆様が適正
な飼養衛生管理を実施し、家畜の伝染性疾病の発生予防・まん延防止を徹底すべく、
飼養衛生管理者制度を新設しました。

Q１：「飼養衛生管理者」は何のために選任するのですか。

Q２：家畜の所有者（経営者）が自ら飼養衛生管理者となることはできない
のですか。

〇 家畜の所有者が飼養衛生管理者になることは可能です。



「飼養衛生管理者」制度に関するQ＆A

Q３：畜産農家ではなく、ペットや研究用、動物園での公開用として牛、豚、
馬、鶏等を飼養している場合でも、選任しなければならないのでしょうか。

〇 飼養衛生管理者は、牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏、あひる、
うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥又は七面鳥の所有者（※）であれば、全ての方
に選任義務があります。

※ 飼養衛生管理基準が定められた家畜の所有者

○ このため、１頭（羽）でも対象動物（※）を飼養している場合、例え畜産農家ではな
く、ペットや研究用、動物園の公開用であっても選任義務があります。

Q４：なぜ飼養衛生管理者の連絡先を登録しなければならないのですか。
登録したくない場合には、拒否することもできますか。

〇 国・都道府県では、メーリングリストを活用し、家畜衛生に関する情報を適時共有
することで、家畜の伝染性疾病による被害を最小限に抑えたいと考えており、連絡
先の登録については必須とさせて頂きます。

○ また、疾病発生時においても、迅速かつ確実に情報をお知らせできるよう、ＦＡＸや
郵送ではなくＥメールによる情報共有を原則とします。

〇 なお、メールアドレスやＥメールを閲覧できる機器をお持ちでない場合は、それらの
取得に努めていただくようお願いします。難しい場合は、Ｅメールの内容を飼養衛生
管理者に確実に伝達することにご協力いただけるご家族や所属する生産者団体等
が管理するメールアドレスをご登録ください。

Q５：飼養衛生管理者を選任しなかった場合に、家畜の所有者に罰則が科
されるのでしょうか。

○ 飼養衛生管理者を選任しなかった場合は、場合によっては、飼養衛生管理基準の
不遵守に該当することもあり得るところ、遵守命令違反の場合、100万円以下の罰金
が科される他、氏名の公表が行われる可能性があります。

○ また、定期報告において、飼養衛生管理者の氏名、連絡先等を報告をせず、又は虚
偽の報告をした場合は、30万円以下の過料が科される可能性があります。
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その他の主な改正内容（案）

飼養衛生管理マニュアルの作成
及び従事者等への周知徹底

獣医師等の健康管理指導

野生動物での家畜伝染病の
感染確認による発生リスクの
高まりへの追加措置

放牧制限の準備

愛玩動物の飼養禁止 衛生管理区域及び畜舎に
立ち入る者の手指消毒等

衛生管理区域専用の衣服
及び靴の設置並びに使用

衛生管理区域に立ち入る
車両の消毒等

畜舎ごとの専用の靴の設置
並びに使用

ねずみ及び害虫の駆除

衛生管理区域内の整理整頓
及び消毒

衛生管理区域から搬出する
物品の消毒等
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野生動物の侵入防止のための
ネット等の設置、点検及び修繕
※死体保管場所のみが対象



年 月 日

※個人情報の収集・提供について同意いただける場合は、右の□に✔してください。

　・確実な登録のため、可能な限り電子メールでの報告をお願いします。
　・電子メールがご使用になれない場合は郵送又はFAXで報告してください。
　・登録いただいたメールアドレス宛てに後日確認用のメールを送信します。

注意事項：
　ご登録いただいたメールアドレス等の個人情報については、家畜衛生に関する情報の共有及
び飼養衛生管理者制度の運用等の改善のみを目的として利用し、県が収集し国に提供します
がそれ以外の目的では利用いたしません。このことを飼養衛生管理者本人が確認・了承された
上で、以下にご記入いただきますようお願いします。

報告者
氏 名

飼養衛生管理者の電話番号

飼養衛生管理者のメールアド
レス

管理する農場名・衛生管理区
域名

管理する農場・衛生管理区域
の代表住所

郵便番号 －

飼養衛生管理者の氏名

飼養衛生管理者の住所
郵便番号 －

家畜の所有者の氏名又は名称

家畜の所有者の住所
郵便番号 －

飼養衛生管理者報告書

令和

＜報告先＞
中央家畜保健衛生所 担当：猪俣、不破

TEL：043-250-4141、FAX：043-286-0090

E-mail：chuuou-kaho@mz.pref.chiba.lg.jp






